
       ながくてＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ連続セミナー レポート 

 

第 2回セミナー 

低炭素交通の実現を目指した地域の地道な取組 

～エコドライブ・次世代自動車の普及をテーマとして～ 

 

日時 平成２９年９月９日（土）午前１０時から午前１２時まで 

場所 西小校区共生ステーション会議室 

講師 （公財）豊田都市交通研究所研究部 加藤秀樹（かとうひでき）氏 

中部大学中部高等学術研究所研究員 原 理史（はら まさし）氏 

参加者 １１人 

 

交通と環境問題の歴史 

交通と環境問題の歴史を紐解いてみると、

まず、19 世紀後半ニューヨークにおける路

上に積もった馬フンが挙げられます。1943

年、ロサンゼルスではモータリゼーションの

進展に伴い、世界で初めて自動車排ガスに起

因するスモッグが発生しました。1960 年代

まで街全体が夏の強い日差しと NOx が反応

し、街中霧が立ちこめたように白くなってい

たそうです。近年の中国では、移動手段が自

転車から自動車へ変わり、排気ガスに起因する大気汚染が発生していて、自動

車のナンバー末尾による規制や地下鉄の発展など様々な対策がとられています

が、まだまだ解決にはほど遠いようです。日本では、昭和 50 年代スパイクタイ

ヤによるアスファルト粉じんの問題がありました。今では自動車排気ガス（大

気の汚染）等の問題はほぼ解決して、環境問題といえは地球温暖化、オゾン層

破壊、海洋汚染、野生生物の種の保存等のことを言います。 

地球温暖化対策として、2015 年 12 月に採択されたパリ協定では、産業革命

以前に比べて気温上昇を 2℃より低く抑える目標を掲げ、日本では約束草案にて

2030 年までにＣＯ２排出を 2013 年より 25％削減することを目標としました。

日本の各分野におけるＣＯ２排出量のうち運輸部門は全体の 17.4％であり、さら

に、その内訳は、自動車全体（自家用、営業用含め）の排出量は 86.1％であり、

バス 2.0％、鉄道 4.3％に比べて多くなっており、日本全体の CO₂排出量 15％も

占めているのです。 
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交通の地球温暖化対策の考え方 

それでは、自動車を始めとした交通の地球温暖化対策にはどうしたらよいのか。

大きく２つの考え方があります。まず一つ目は、「環境負荷の少ない自動車の

普及・使用の促進」であり、技術革新による次世代自動車や走行方法を加速減

速の少ない運転に心がけるエコドライブの普及、渋滞の緩和などが挙げられま

す。 

もう一つの考え方は、「自動車から環境負担の少ない公共交通機関への誘導」

であり、公共交通の利便性の向上、車両の大型化や鉄道や海運

へのモーダルシフトなどの物流の効率化、公共交通車両や運行

方法の低炭素化などが挙げられます。 

エコドライブや物流の効率化は経費削減にもつながるため、

物流業界では熱心に取り組んでいます。 

 

市民の目線でどのようなことができる？ 

エコドライブやできるだけ歩くか自転車やバスを使うなど毎日の地道な積み

重ねや、自動車買換時には燃費が良い大きすぎない自動車を選ぶとか公共交通

機関を利用しやすい住まいや職場を選ぶなど長い目で見て大きな選択をしてい

くことが重要です。また、公共交通が使用しやすく、そして徒歩で移動しやす

いまちづくりを促進し、環境負荷の少ない選択がトクをするしくみにしていく

など、地域社会に働きかけていくことも重要です。 

 

エコドライブ普及の課題 

事業所では組織的な取組と評価できるが、市民では実施状況・効果の把握が

困難、啓発中心となってしまいます。エコドライブの効果の実感には至らず、

実際に燃費に影響する要因は様々であるといえます。 

豊田市における社会実験において、参加者それぞれの実燃費とカタログ燃費

を比較したところ、カタログ燃費の６～８割の実燃費が多い結果となりました。

その一方で、カタログ燃費を超える結果も出ています。どのような走り方がカ

タログ燃費を超えていたかというと、高速道路で無駄な加減速を抑え、時速 70

～80 ㎞に一定速度での走り方となります。 

     

エコドライブの効果 

ほぼ、毎日同じ経路を走行している 9 名の被験者で実験した結果、アイドリ

ングストップによる改善で平均 14.8％のエコドライブ効果がありました。アイ

ドリングストップ以外に、「早めのアクセルオフ」や、「急な加減速を控える」

の効果が大きいことも判明しました。「ふんわりアクセル」だけがエコドライ
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ブではなく、かえって渋滞でふんわり発進すると渋滞を助長させることとなり

ます。つまり自分に適したエコドライブをしていくことが重要です。 

  「次世代自動車ならエコドライブしなくてもいいのでは・・・」と思われ

るかもしれませんが、そんなことはありません。速度の出し過ぎ、早めのア

クセルオフなどを実践していくと、ガソリン車と同等以上のエコドライブ効

果が期待できます。 

 

次世代自動車 普及の目標 

  経済産業省は、2030 年に電気自動車（EV）及びプラグインハイブリッド自

動車（PHV）を全体の 20～30％にしていくという目標を立てています。 

2015 年度のハイブリット自動車（HV）の販売シェアは 23.3％、５年間で

7.6ｐｔ上昇しました。保有シェアは軽自動車を含めて 9.0％となります。 

なお、愛知県の HV 普及率は、名古屋市内及び飛島村、みよし市、豊田市、

日進市、長久手市が 15％を超えており、本市は全国的にみても、県内におい

ても HV 車普及に貢献しているといえる。 

 

次世代ＥＶ 導入効果の試算 

次世代 EV（電気自動車）として二人乗りのスバル軽自動車を実験車両とし

てその導入効果を試算したところ、AT から EV に代えるとＣＯ２が 6~7 割削

減され、CVT（無段階変速）から EV に代えると 5~6 割削減されという結果

が出ました。 

また、兵庫県加東市での自動車より小型で 1～2 人乗りの超小型モビリティ

「コムス」の試乗実験によると、日常移動を自家用車で行った場合と比べる

とコムスでは 67％の CO₂削減を図ることができました。 

 

まとめ  

これまでの交通環境問題は、様々な取り組みの成果で解決されてきました。

政府は、日本の数々の企業では、２０５０年までに温室効果ガス８０％削減

またはゼロという高い目標を掲げています。 

その中で、私たち市民ができることは、「次世代自動車の選択」、「エコ

ドライブの実践」、「地域社会への働きかけ」など地道な取り組みとなりま

す。それら 1 つ 1 つが低炭素交通を実現させる一歩となります。 
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交通ゲーム 

２班に分かれ、「自動車」、「電車」の２枚のカードを出し合って目的地ま

で早く到達するゲームを行いました。 

電車を出した人は必ず３コマ進む、自動車を出した人は出た枚数により０～

５コマ進みます。（自動車を出した人が多ければ渋滞で進めない、自動車を出

した人が少なければ電車より速く進む。） 

＊自動車を出して一時的に早く進んだ人もいましたが、すべて電車を出し

ていた人が１番早く目的地に到着したケースもありました。 

 

 

 

 

 

 

 


